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１．平成17（2005）年度の学部改組とAO入試の導入

· 商学部・国際文化学部・理学部を国際総合科学部（入学定員650名）に改組

· 特別選抜の変化

	１．推薦入学

（横浜市内出身者対象で公募制）

２．商学部社会人特別選抜

３．海外帰国生特別選抜

４．私費外国人特別
	→
	１．推薦入学

（横浜市内出身者対象で指定校制）

２．ＡＯ入試

３．海外帰国生特別選抜

４．私費外国人特別


· ＡＯ入試の募集人員

· 平成17（2005）年度　　　文系25名 理系 5名

· 平成18（2006）年度以降　文系40名 理系10名

· ＡＯ入試の選抜概要

· 書類審査　→　面接

２．第１世代のTOEFL問題

· １年次前期必修科目「Practical English」（３単位）

· 成績・単位認定要件として、国際総合科学部ではTOEFL-ITP500（相当する資格を含む）を設定。

· この科目の単位を３年次への進級要件に。

· 推薦入学・ＡＯ入試に成績不振者が目立つ。

· 平成18（2006）年度入学者（第２世代）より入学前教育を実施。

· 「TOEFL入門」、TOEFL-ITPの受験、英語による講座

３．ＡＯ選抜での英語力の評価

· 平成17・18年度は、英語の評定値または英検・TOEFL・TOEIC等の成績を利用。

· 高校間のレベルの差

· 平成19（2007）年度より、英検・TOEFL・TOEIC提出を義務化。

· 高いレベルに志願者数を絞る。　H18年度266名 → H19年度220名

· 英語力に関する評価の配点は全体の半分以下であるが、結果的に合格者の約半数がTOEFL500相当以上の資格を有する結果に。

